
那須塩原駅周辺まちづくりビジョン

将来における人口減少にしっかりと歯止めをかけ、栃木県の北都の玄関口にふさわしい那須塩原駅周辺のま
ちづくりや整備を推進するための「那須塩原駅周辺まちづくりビジョン」。その策定のために、今年度は外部
の有識者などで構成する有識者会議において検討を重ね、今後のまちづくりの方向性について、「那須塩原駅
周辺まちづくりに関する報告書」としてまとめました。 ▶問い合わせ　本企画政策課　☎0287（62）9254

6つの方向性

5 工場跡地の有効活用

　ブリヂストン黒磯工場跡地は駅から約１㎞の距離
に位置し、主要な幹線道路が通る交通の要

ようしょう
衝であ

り、地理的にも重要な位置にあるため、本市ひい
ては栃木県北地域の拠点としてふさわしいまちづ
くりを目指すための有効活用が求められます。な
お、当地で現在計画されている太陽光発電所の建
設は、民間事業者が民有地において適法に進めて
いる事業であり、事業者と地権者に対し、慎重に
対応していく必要があります。
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　駅を降りた後に広がる素晴らしいスカイライン
と那須連山の景観をもっと活かすべきです。駅前
については、大掛かりな施設が必要というわけで
はなく、さまざまな要素が集まったパッチワーク
型の施設があり、そこで地域全体のことが分かる
ことができれば、駅前の雰囲気を変えることがで
きます。

1 市民が中心となり魅力を発信
　まちづくりには地域への愛着が大切であり、駅
を中心とした市民の巻き込みと、それと同時に外
部からの人の呼び込みが重要となります。那須塩
原駅は、観光客のみならず地域の人も那須全体を
楽しむことのできる拠点である必要があります。

　那須野が原の開拓の歴史は、まさにこの地域の
アイデンティティであり、これまでも大切に語り
伝えられ、今日の市民生活に息づいています。日
本遺産にも認定されたこの歴史をこれからのまち
づくりにも積極的に活かしていく必要があります。

2 歴史を活かしたまちづくり

4 テクノロジーの活用
　テクノロジーの発展によって、まちづくりの定
義が変わってきています。先端技術をまちづくり
に積極的に取り入れていくことで、人々や機会が
多く集まり、まちそのものに活気を与えることに
なります。テクノロジーと自然の相乗効果により
那須塩原のブランド力を高めることで、今後のさ
らなる持続可能な発展が期待されます。

6 那須塩原市役所の新庁舎
　新庁舎は、環境型オフィスとして率先して先端技
術を活用していくことが考えられます。また、新庁
舎は市の象徴であるため、市の文化・歴史やアイデ
ンティティを感じることができるようなものである
べきです。今後は特に市民活動の結節点としての市
役所という役割が重要となることから、さまざまな
機関との複合的な整備という方向性も考えられ、市
民の集まりやすいオープンな場所であることが求め
られます。
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※ 那須塩原駅周辺
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